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し、吸着容量は 0.5 mg g-1 以上であった。さらに、ニッケル・ヘキサシアノ鉄酸塩の沈着強化したク
ルミ・シェル(NiHCFWS)のセシウム吸着プロセスの平衡データは、Freundlich 吸着等温線モデル
(R2=0.93)によく適合したことから、Cs 吸着過程は異種混合の吸着過程に辿ることを明らかにした。
NiHCFWS の最大 Cs 吸着容量(Qmax)は 4.94±0.5 mg g-1 に達した。他の吸着剤と比べ、NiHCFWS は酸性
条件で吸着量が高いことから、NiHCFWS は酸性の Cs 廃水の浄化に適用できると考えられる。特にセシ
ウムを吸着した NiHCFWS を 500 ℃、2 時間で焼却することによってその体積を 99.9％減量することが
できた。 
また、NiCl2 沈着法で改善した赤玉土は典型的なメソ多孔性を持ち、天然の赤玉土の Cs 吸着量が
4.5 mg g-1 であるのに対し、改善した赤玉土の最大 Cs の吸着容量は 16mg g-1 に達し、Cs の吸着の適
用 pH 範囲も 5-12 まで広げられた。また、改善した赤玉土を湖水の Cs 除去実験を行った結果、改善赤
玉土は有望な Cs 吸着材料として期待できることが明らかとなった。さらに、0.1 M の HCl 或いは KCl
を用いて Cs の脱離実験を行ったところ、80％以上の Cs が吸着剤から脱離するが、水溶液中では安定
的であることが分かった。 
異なる組成の 4 種類の AMP-PAN (Ammonium molybdophosphate-polyacrylonitrile)ビーズを用いて
Cs の回分式吸着実験を行った。合成した AMP-PAN ビーズは 300 ℃まで熱的安定性であり、酸性には安
定的であるが、アルカリ性には弱い性質を持つことが合った。吸着動力学的モデルや等温線モデルに
より、PAN ビーズの Cs 吸着は多層の化学吸着プロセスであることが分かった。4 種のうち 3 種のビー
ズの最大 Cs 吸着容量 Qmax はそれぞれ 138.9±21.3,95.4±11.7、71.6±8.5 mg g-1 であった。低い pH3.5




















平成 26 年 5 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
